


金ごまきなこをはじめ、国産素材のみを使用したさまざまな商品を開発・販売

は食品加工
メーカー、流通・小売業、外食産業などからの問
い合リを獲得。これを契機に三重

銀行グループの支援を受け、「三重県国産ごま産
地化プロジェクト」を

2014年度からス本格的にはじまった。さら
に、国立研究開発法人農業・食品産業技術総合

研究機構（以下、農研機構）の協力のもと、セサ
ミン含有量の高い金ごまの品種「にしきまる」を
活用した栽培を開始するとともに、生産者を増や
すための栽培講習も実施した。
また、プロジェクトを進める中、機械化が進ん
でいないことが生産拡大のボトルネックと考え、
農研機構、三重県、機械メーカー、生産者の協
力のもと、機械化に向けた研究にも着手。その結
果、既存の機械や設備を活用した栽培が可能に
なるとともに栽培技術も向上した。
これら一連の取り組みにより生産者は年々増
加していった。プロジェクトの初年度は10a（ 肺 れ杓�、加を生

初精いト可性向上を実現するこ
と。農研機構などとの連携により機械化が進んで
きたが、除草など依然とは入増を図る

こと。春から秋にかけて栽培・収穫するごまと、秋
から春にかけて栽培・収穫する他の作物を組み
合わせることができれば生産者の収入増につな
がる。九鬼産業では現在、三十三銀栗フォームとなって

いる。消費者の健康増進に貢献する付加価値の
高いごま商品を販売し、その対価を元手に生産者
からより多くの国


